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Ｓ
Ｅ
―
夕
暮
れ
の
札
幌
。
丘
の
上
の
閑
静
な

住
宅
街
。
高
木
家
の
居
間
。
キ
リ
ギ

リ
ス
の
鳴
く
声
。 

 

美
紀
「
先
生
、
携
帯
か
け
た
の
に
出
な
い
ん
だ
も
の
。 

(

見
て)

あ
、
ビ
ー
ル
飲
ん
で
る
」 

高
木
「
お
お
、
お
前
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
頃
、
電
話 

 
 
 

 

も
お
っ
く
う
で
な
」 

美
紀
「
停
年
に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
？
」 

高
木
「
あ
あ
。
で
も
お
前
、
よ
く
帰
っ
て
来
た
な
。

何
年
振
り
だ
？
」 

美
紀
「
・
・
・
中
学
卒
業
以
来
だ
か
ら
・
・
・
先
生

と
は
六
年
に
な
る
」 

高
木
「
そ
う
か
、
も
う
そ
ん
な
に
な
る
か
」 

美
紀
「(

虫
の
声
を
聴
い
て)

こ
こ
、
静
か
ね
ぇ
。

(

縁
側
に
立
っ
て)

あ
あ
、
き
れ
い
！
一
面
の
夜

景
だ
。
街
が
一
望
で
き
る
ん
だ
ね
。
先
生
、
良

い
所
に
住
ん
で
い
た
ん
だ
。
・
・
・
ス
ス
キ
ノ
、

ど
っ
ち
？
」 

高
木
「
う
ん
。
そ
こ
の
ビ
ル
の
陰
に
な
っ
た
」 

美
紀
「
陰
か
・
・
・(

机
上
を
見
て)

あ
っ
、
芝
居
の

原
稿
。
先
生
の
字
、
懐
か
し
い
な
ぁ
。
先
生
、

や
っ
ぱ
り
書
い
て
い
る
ん
だ
。
・
・
・
そ
う
か
、

ず
っ
と
家
に
い
る
ん
だ
も
の
ね
。
思
い
切
り
書

け
る
ね
。
い
よ
い
よ
プ
ロ
だ
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
何
本
仕
上
げ
た
の
？
・
・
・

脚
本
家
が
先
生
の
学
生
時
代
か
ら
の
夢
な
ん
だ

も
の
ね
」 

高
木
「
・
・
・
そ
れ
が
・
・
・
だ
め
さ
。
・
・
・
だ

め
な
ん
だ
」 

美
紀
「
ど
う
し
て
？
こ
れ
、
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
る

じ
ゃ
な
い
」 

高
木
「
・
・
・
途
中
だ
。
み
ん
な
・
・
・
中
途

で
・
・
・
」 

美
紀
「(

触
れ
て)

あ
、
ほ
ん
と
。
ほ
こ
り
か
ぶ
っ
て

る
。
ど
う
し
て
？
」 

高
木
「
俺
は
い
い
か
ら
、
お
前
の
方
だ
。
・
・
・
東

京
で
芝
居
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
。
幸
運
だ
よ
、

お
前
は
。
い
い
役
が
つ
い
て
、
秋
の
公
演
に
向

け
て
激
し
い
稽
古
や
っ
て
る
ん
だ
っ
て
？
」 

美
紀
「
う
ん
。
す
ご
く
、
す
ご
く
大
変
。
ダ
メ
出
し
、

小
返
し
。
・
・
・
長
台
詞
の
連
続
で
、
何
度
も

か
ん
で
、
怒
鳴
ら
れ
て
。
だ
か
ら
、
く
た
く

た
。
・
・
・
そ
れ
で
も
先
輩
達
に
助
け
ら
れ

て
・
・
・
」 

高
木
「
お
前
、
そ
ん
な
大
切
な
時
に
帰
っ
て
来

て
・
・
・
」 

美
紀
「(
ポ
ツ
ン
と)

母
さ
ん
の
納
骨
、
だ
も
の
」 

高
木
「
え
っ
、
納
骨
？
お
母
さ
ん
、
死
ん
だ
の
か
」 

美
紀
「
去
年
の
夏
、
す
い
臓
ガ
ン
で
。
・
・
・
芦
別

の
お
寺
、
お
父
さ
ん
の
墓
へ
入
れ
て
来
た
」 

高
木
「
そ
う
か
。
知
ら
な
か
っ
た
。
失
礼
し
た
な
」 

美
紀
「
誰
に
も
言
わ
な
か
っ
た
も
の
。
・
・
・
一
人

で
葬
式
や
っ
た
。
も
う
、
一
周
忌
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
そ
う
か
。
大
変
だ
っ
た
な
」 

美
紀
「
・
・
・
お
と
と
し
、
急
に
東
京
の
ア
パ
ー
ト

に
訪
ね
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
倒
れ
て
し
ま
っ
て
、

そ
の
ま
ま
入
院
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
。(
―
間

―)

ス
ス
キ
ノ
と
や
っ
と
縁
が
切
れ
た
・
・
・
。 

高
木
「
そ
う
か
・
・
・
」 

美
紀
「(

溜
息
し
て)

・
・
・
長
い
間
の
呑
み
屋
疲
れ
。

金
疲
れ
。
男
疲
れ
さ
。
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
お
母
さ
ん
、
一
人
で
頑
張
っ
て
い
た

も
の
な
。
何
度
か
店
で
会
っ
た
」 

美
紀
「
次
々
っ
て
・
・
・
男
に
騙
さ
れ
て
、
そ
れ
で

も
こ
り
な
い
で
・
・
・
バ
カ
女
の
末
路
さ
」 

高
木
「
・
・
・
お
前
も
、
一
人
に
な
っ
た

か
・
・
・
」 

美
紀
「
先
生
と
同
じ
だ
。
で
も
先
生
に
は
別
れ
た
娘

さ
ん
が
い
る
か
ら
、
少
し
違
う
か
な
」 

高
木
「
同
じ
だ
」 

美
紀
「
ビ
ー
ル
、
私
に
も
ち
ょ
う
だ
い
」 

高
木
「
お
い
、
お
前
、
ま
だ
・
・
・
」 

美
紀
「(

笑
っ
て)

い
や
あ
だ
。
私
、
二
十
一
よ
。
ガ

キ
は
終
わ
っ
た
の
。
こ
れ
で
も
私
、
東
京
で
は

結
構
、
大
人
や
っ
て
ん
だ
か
ら
」 

高
木
「
そ
う
か
」 

美
紀
「(

台
所
で)

グ
ラ
ス
、
こ
れ
、
い
い
？
」 

高
木
「
・
・
・
大
人
か
・
・
・
お
と
な
、
な

あ
・
・
・
」 

美
紀
「
な
あ
に
？
」 

高
木
「
い
や
」 

美
紀
「
あ
ら
、
こ
の
バ
ッ
グ
ど
う
し
た
の
？
旅

行

？
・

・
・

Ｔ
シ

ャ
ツ

、
靴

下
、

洗
面

具
・
・
・
」 

高
木
「
あ
あ
、
ち
ょ
っ
と
な
」 

美
紀
「
私
、
悪
か
っ
た
か
な
、
来
て
。
・
・
・
い
つ
、

出
か
け
る
の
？
」 

高
木
「
あ
あ
、
明
日
と
思
っ
て
い
た
。
い
や
、
特
別
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急
ぐ
用
件
で
も
な
い
ん
だ
」 

美
紀
「
ど
こ
？
」 

高
木
「
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
。
前
に
い
た
処

で
・
・
・
」 

美
紀
「
何
か
？
」 

高
木
「
う
ん
。
古
い
教
え
子
の
事
で
、
や
っ
と
な
」 

美
紀
「
や
っ
と
？
」 

高
木
「
う
ん
」 

美
紀
「
遠
い
の
？
」 

高
木
「
・
・
・
い
や
、
後
志
の
・
・
・
田
舎

だ
・
・
・
」 

美
紀
「
私
も
行
き
た
い
。
連
れ
て
っ
て
」 

高
木
「
・
・
・
だ
っ
て
お
前
、
稽
古
が
あ
る
ん
だ
ろ

う
。
早
く
帰
ら
な
き
ゃ
」 

美
紀
「
休
み
も
ら
っ
て
来
た
も
の
、
三
日
。
台
本
だ

っ
て
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
来
て
る
よ
」 

高
木
「
・
・
・
し
か
し
な
あ
・
・
・
」 

美
紀
「
先
生
、
電
車
で
し
ょ
。
私
、
レ
ン
タ
カ
ー
だ

よ
。
送
っ
て
行
く
よ
。
・
・
・
先
生
の
い
た
町

見
た
い
も
の
。
昔
の
生
徒
に
会
っ
て
み
た
い
も

の
。
・
・
・
本
当
は
ね
、
知
ら
な
い
山
や
海
、

空
を
見
て
、
気
分
を
変
え
た
い
の
。
ね
ぇ
、
先

生
、
お
願
い
。
・
・
・
な
ん
だ
か
、
や
り
切
れ

な
い
ん
だ
も
の
・
・
・
海
が
い
い
な
あ
。
海
の

あ
る
町
が
い
い
な
あ
。
私
、
海
が
大
好
き
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
美
紀
が
運
転
す
る
車
の
中
。 

 

美
紀
「
先
生
ん
ち
、
二
階
、
涼
し
く
て
い
い
ね
。
ぐ

っ
す
り
眠
っ
た
。
・
・
・
娘
さ
ん
の
パ
ジ
ャ
マ
、

ぴ
っ
た
り
。
・
・
・
先
生
が
、
朝
ご
飯
つ
く
る

な
ん
て
ね
・
・
・
」 

高
木
「
も
う
、
十
年
だ
」 

美
紀
「
・
・
・
娘
さ
ん
、
由
香
さ
ん
っ
て
言
っ
た
っ

け
。
帰
っ
て
来
な
い
の
？
」 

高
木
「
あ
あ
。
一
緒
に
出
て
行
っ
て
、
そ
れ
っ
き
り

だ
。
・
・
・
最
近
、
結
婚
し
て
九
州
に
い
る
っ

て
聞
い
た
・
・
・
」 

美
紀
「
・
・
・
淋
し
い
ね
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
・
・
・
私
は
、
高
校
を
終
え
て
、
東
京
の
専

門
学
校
へ
行
っ
た
。
本
当
は
、
と
に
か
く
家
を

離
れ
た
か
っ
た
の
。
・
・
・
母
子
家
庭
の
み
じ

め
っ
た
ら
し
い
暮
ら
し
。
母
と
女
二
人
の
じ
め

じ
め
し
た
闘
い
。
・
・
・
も
う
我
慢
で
き
な
く

な
っ
て
。
そ
し
て
、
東
京
で
は
演
劇
が
で
き
る

と
。
・
・
・
高
一
の
時
、
高
文
連
の
大
会
で
、

特
別
に
演
技
賞
を
も
ら
っ
た
。
う
れ
し
く
て
う

れ
し
く
て
。
・
・
・
で
も
有
頂
天
に
な
っ
て
い

た
ら
、
上
級
生
か
ら
い
き
な
り
ビ
ン
タ
く
ら
っ

て
、
毎
日
の
い
や
が
ら
せ
、
い
じ
め
。
二
年
生

で
演
劇
部
を
飛
び
出
し
た
。
・
・
・
で
も
、
卒

業
し
て
み
る
と
、
ど
う
し
て
も
芝
居
が
や
り
た

く
て
。
・
・
・
い
や
、
い
じ
け
ま
く
っ
た
自
分

を
パ
ア
ッ
と
、
派
手
に
変
え
る
に
は
そ
れ
し
か

な
い
と
思
っ
た
。
・
・
・
だ
か
ら
、
東
京
へ
」 

高
木
「
そ
う
か
」 

美
紀
「
・
・
・
良
く
考
え
て
み
る
と
、
皆
、
先
生
の

お
陰
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
何
も
な
い
中
一
の
私
に
、
先
生
は
夢
を
与
え

て
く
れ
た
。
新
人
の
私
を
主
役
に
抜
て
き
し
て

く
れ
た
。
驚
い
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

先
生
に
は
一
生
懸
命
つ
い
て
行
こ
う
と
思
っ
た
。

夢
中
で
三
年
間
演
劇
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
が

一

生
の

生
き

甲
斐

に
な

る
よ

う
に

思
え

て
・
・
・
。
母
さ
ん
も
喜
ん
だ
。
時
々
先
生
が

店
に
寄
っ
て
、
ほ
め
て
く
れ
る
っ
て
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
夜
の
居
酒
屋
。
演
歌
が
流
れ
て
い
る
。 

 

伊
代
「(

酔
っ
て)

ね
ぇ
、
先
生
。
本
当
に
美
紀
に
は
、

役
者
の
才
能
、
セ
ン
ス
が
あ
る
ん
で
す
か
ね
。

先
生
が
ほ
め
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
ん
で
す
け

ど
・
・
・
」 

高
木
「
え
え
、
ガ
キ
の
く
せ
に
か
な
り
理
解
力
が
あ

る
ん
で
す
よ
、
芝
居
で
も
。
そ
れ
に
、
表
現
力
、

演
技
力
も
抜
群
で
し
て
ね
。
生
ま
れ
た
時
か
ら

持
ち
合
わ
せ
た
セ
ン
ス
か
な
。
・
・
・
多
く
の

子
供
達
を
見
て
来
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
一
人
か

二
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
正
式
に
訓
練
す
れ
ば

も
っ
と
伸
び
る
」 

伊
代
「(

笑
い
な
が
ら)

へ
え
、
じ
ゃ
、
天
才
だ
。
将

来
、
舞
台
女
優
に
で
も
し
ま
す
か
。
栗
原
小
巻

み
た
い
な
。
ハ
ハ
ハ
・
・
・
」 

高
木
「
そ
う
な
っ
た
ら
、
す
ご
い
で
す
ね
」 

伊
代
「
ま
さ
か
、
で
す
け
ど
ね
。
う
れ
し
い
で
す
。

あ

の
子

に
教

え
て

や
ろ

う
か

な
。

ハ
ハ

ハ
・
・
・
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
。

私
、
何
に
も
み
て
や
れ
な
く
て
・
・
・
」 
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Ｓ
Ｅ
―
車
の
中
。 

 

美
紀
「
私
も
、
う
れ
し
か
っ
た
。
一
層
、
夢
中
に
な

っ
た
。
・
・
・
で
も
、
三
年
に
な
る
と
、
先
生
、

急
に
変
わ
っ
た
。
何
だ
か
、
熱
心
で
な
く
な
っ

た
。
時
々
、
指
導
も
サ
ボ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ら
い
ら
し
て
る
時
が
多
く
な
っ
て
・
・
・
そ

し
て
、
そ
う
、
卒
業
が
近
づ
い
た
日
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
放
課
後
の
教
室
。
下
校
の
チ
ャ
イ
ム 

 
 
 
 
 
 

が
鳴
る
。 

 

美
紀
「
ね
ぇ
、
先
生
。
私
の
進
路
の
こ
と
・
・
・
私

ね
、
ま
ず
高
校
へ
行
っ
て
、
そ
し
て
卒
業
し
た

ら
東
京
へ
出
て
、
東
京
の
プ
ロ
の
劇
団
に
入
っ

て
・
・
・
プ
ロ
の
活
動
を
す
る
の
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
そ
れ
で
い
い
よ
ね
。
入
団
テ
ス
ト
も
き
ち
ん

と
受
け
て
、
合
格
す
る
ま
で
頑
張
っ
て
、
き
っ

と
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
い
い
よ
ね
。
ね
え
」 

高
木
「(

―
間
―)

・
・
・
美
紀
・
・
・
そ
れ

が

・
・

・
そ
れ
が

な
あ

・
・

・
プ

ロ
っ

て
・
・
・
」 

美
紀
「
な
ん
で
す
か
？
」 

高
木
「
プ
ロ
は
な
・
・
・
い
や
、
ア
マ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
で
や
れ
。
仕
事
を
持
っ
て
、
仕
事
を
や
り
な

が
ら
、
芝
居
を
や
る
ん
だ
」 

美
紀
「
え
っ
！
・
・
・
セ
ン
ス
が
あ
る
、
や
れ
ば
伸

び
る
っ
て
の
は
嘘
な
の
。
先
生
が
言
っ
た
こ
と

は
嘘
だ
っ
た
の
！
」 

高
木
「
嘘
で
は
な
い
」 

美
紀
「
他
か
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
な
ん
て
、
私
に

は
で
き
な
い
。
演
劇
一
本
に
人
生
全
て
を
か
け

て
み
た
い
ん
だ
も
の
。
一
つ
に
集
中
し
て
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
先
生
、
変
だ
よ
。
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
か
ら

の
先
生
、
本
当
に
変
だ
よ
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
車
の
中
。 

 

美
紀
「
先
生
は
、
今
の
私
を
怒
っ
て
る
？
」 

高
木
「
い
や
。
す
ご
い
、
す
ご
い
と
思
っ
て
い

る
。
・
・
・
幸
運
だ
な
あ
と
思
う
・
・
・
本
当

に
、
幸
運
な
ん
だ
」 

美
紀
「
・
・
・
幸
運
、
か
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「(

前
方
に
気
づ
い
て)

あ
、
先
生
、
こ
の
三
叉

路
、
ど
っ
ち
？
」 

高
木
「
真
す
ぐ
行
っ
て
く
れ
。
そ
の
峠
を
越
え
る
と

右
側
、
眼
下
に
海
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ず
っ
と

進
む
と
、
下
る
と
峠
道
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
小

さ
な
町
が
あ
る
。
漁
村
だ
が
・
・
・
昔
は
結
構
、

活
気
が
あ
っ
た
。
三
十
年
も
前
の
話
だ
が
ね
」 

美
紀
「
三
十
年
振
り
？
」 

高
木
「
ま
あ
な
」 

美
紀
「
ど
う
し
て
？
」 

高
木
「
新
任
地
の
方
が
忙
し
く
て
な
。
い
や
、
特
別

に
来
る
用
事
も
な
か
っ
た
。
何
か
あ
れ
ば
、
必

ず
連
絡
し
て
く
れ
る
奴
が
い
て
、
そ
い
つ
が
み

ん
な
・
・
・
」 

   
 
 

Ｓ
Ｅ
―
漁
港
。
そ
の
ノ
イ
ズ
。
カ
モ
メ
の
声 

 

美
紀
「
う
わ
あ
、
海
だ
、
海
だ
よ
。
港
・
・
・
港
に
、

漁
船
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
す
ご
い
ね
。
あ
あ
、
大

き
な
電
球
を
沢
山
つ
け
た
船
が
、
並
ん
で

る
・
・
・
」 

高
木
「
イ
カ
釣
り
船
だ
。
そ
の
灯
で
、
イ
カ
を
誘
い

集
め
て
、
そ
い
つ
を
釣
り
あ
げ
る
。
昔
は
、
漁

の
頃
に
な
る
と
学
校
が
休
み
に
な
っ
た
そ
う

だ
」 

美
紀
「
休
み
に
？
」 

高
木
「
中
学
生
も
一
人
前
の
漁
師
に
な
る
の
さ
。
人

手
が
不
足
な
の
さ
。
イ
カ
ツ
ケ
は
一
気
に
や
ら

な
い
と
。
・
・
・
猫
の
手
も
借
り
た
い
農
繁
休

暇
と
同
じ
さ
」 

美
紀
「
そ
ん
な
に
と
れ
た
の
？
」 

高
木
「
う
ん
。
で
も
、
私
が
赴
任
し
た
頃
に
は
、
も

う
そ
ん
な
事
は
な
か
っ
た
。
鰊
と
同
じ
さ
」 

美
紀
「
そ
う
な
ん
だ
」 

高
木
「
漁
師
も
今
は
、
大
変
な
ん
だ
」 

美
紀
「
そ
れ
で
も
、
次
の
出
航
の
為
に
あ
あ
や
っ
て

甲
板
を
洗
っ
た
り
、
網
を
整
理
し
た
り
、
準
備

し
て
い
る
ん
だ
」 

高
木
「
そ
う
だ
な
」 
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美
紀
「
ね
え
先
生
、
そ
ら
、
あ
の
船
の
甲
板
に
立
っ

て
る
人
・
・
・
ず
っ
と
、
こ
っ
ち
見
て
る
よ
。

知
っ
て
る
人
？
」 

高
木
「
・
・
・
」 

豊
司
「(

Ｏ
Ｆ
Ｆ)

お
ー
い
。
先
生
、
先
生
で
ね
ぇ
か
。

高
木
先
生
で
ね
ぇ
か
」 

美
紀
「
先
生
の
こ
と
呼
ん
で
る
。
あ
、
来
る
よ
」 

豊
司
「
や
っ
ぱ
り
、
先
生
だ
。
俺
、
豊
司
だ
よ
。
今

村
の
豊
司
だ
よ
」 

高
木
「
今
村
？
お
お
、
隣
り
の
組
の
」 

豊
司
「
そ
う
だ
、
Ｂ
組
の
今
村
だ
よ
。
や
あ
、
し
ば

ら
く
振
り
だ
な
。
先
生
、
変
わ
っ
て
ね
ぇ
な
あ
。

元
気
だ
っ
た
ん
だ
。
・
・
・
あ
あ
、
懐
か
し
い

な
あ
。
び
っ
く
り
こ
い
ち
ゃ
っ
た
。
似
た
人
い

る
な
あ
っ
て
、
見
て
い
た
。(

気
づ
い
て)
あ
っ
、

娘
さ
ん
？
」 

高
木
「
あ
あ
、
ま
あ
・
・
・
車
の
運
転
で
・
・
・
」 

豊
司
「
で
、
何
か
あ
っ
た
か
？
」 

高
木
「
・
・
・
」 

豊
司
「
だ
っ
て
よ
、
先
生
が
来
る
な
ん
て
、
余
程
の

こ

と

が

な

い

と

考

え

ら

れ

ね

え

も

の

な
。
・
・
・
あ
っ
、
盆
後
だ
か
ら
、
栄
子
に
で

も
会
い
に
来
た
か
。
・
・
・
栄
子
か
、
成

程
・
・
・
栄
子
か
。
栄
子
、
待
っ
て
る
べ
。
喜

ぶ
べ
」 

高
木
「
・
・
・
」 

豊
司
「
で
も
な
。
も
う
と
っ
く
に
な
あ
。
・
・
・
も

う
十
二
、
三
年
に
な
る
べ
、
死
ん
で
か
ら
。(

急

に
い
ら
立
っ
て)

ど
う
し
て
葬
式
に
来
て
や
ん
な

か
っ
た
ん
だ
！
同
級
生
も
皆
、
先
生
を
待
っ
て

た
」 

高
木
「
・
・
・
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
」 

豊
司
「
誰
か
、
連
絡
や
ん
な
か
っ
た
の
か
よ
」 

高
木
「
あ
あ
。
・
・
・
こ
の
町
の
こ
と
は
、
い
つ
も

栄
子
が
連
絡
し
て
く
れ
た
。
そ
の
本
人
だ
も

の
」 

豊
司
「
冷
め
て
え
と
思
っ
た
よ
。
皆
、
そ
う
思
っ
た

よ
。
冷
め
て
え
と
」 

高
木
「
・
・
・
悪
か
っ
た
・
・
・
」 

豊
司
「
栄
子
、
岬
の
突
端
か
ら
、
身
を
投
げ

た
。
・
・
・
自
殺
っ
て
言
う
の
が
な
、
何
と
し

て
も
分
か
ら
ね
え
。
何
が
あ
っ
た
の
か
、
先
生

な
ら
知
っ
て
る
か
も
知
れ
ね
え
と
、
皆
が
。
あ

い
つ
、
先
生
の
弟
子
み
て
え
だ
っ
た
も
の
な
。

あ
い
つ
、
東
京
の
大
学
の
芸
術
学
部
の
演
劇
科

に
入
っ
た
ん
だ
よ
」 

高
木
「
・
・
・
後
か
ら
知
っ
た
。
で
も
、
無
事
卒
業

し
て
そ
れ
ら
し
い
道
で
、
頑
張
っ
て
る
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。
・
・
・
そ
れ
が
、
偶
然
、

会
議
で
会
っ
た
石
田
先
生
か
ら
栄
子
の
事
を
知

ら
さ
れ
て
・
・
・
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
頭
の
中

ガ
真
白
に
な
っ
た
。
し
か
も
何
年
も
前
の
事
だ

と
聞
か
さ
れ
て
言
葉
も
な
か
っ
た
」 

豊
司
「
そ
れ
か
ら
、
後
を
追
う
よ
う
に
母
さ
ん
も
だ
。

首
を
く
く
っ
て
死
ん
だ
。
親
方
・
・
・
あ
あ
、

父
親
は
ガ
ン
で
今
、
街
の
病
院
に
入
院
し
て
い

る
。
栄
子
の
家
は
悲
惨
だ
。
・
・
・
婆
さ
ん
だ

け
が
元
気
で
、
加
工
場
の
若
い
者
を
仕
切
っ
て

い
る
」 

高
木
「
そ
う
か
。
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ん

だ
・
・
・
知
ら
な
か
っ
た
」 

豊
司
「
・
・
・
」 

高
木
「
そ
う
か
。
・
・
・
と
に
か
く
、
行
っ
て
く

る
」 

豊
司
「
行
っ
て
く
る
っ
て
、
栄
子
の
家
か
？
ま
ず
い

よ
。
婆
さ
ん
、
き
つ
い
ぞ
」 

高
木
「
い
い
。
線
香
だ
け
で
も
上
げ
さ
せ
て
も
ら

う
」 

豊
司
「
・
・
・
先
生
、
あ
ん
ま
り
、
あ
ち
こ
ち
歩
か

ね
え
方
が
・
・
・
い
い
か
も
。
・
・
・
先

生
・
・
・
」 

高
木
「
あ
り
が
と
う
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
栄
子
の
実
家
、
加
工
場
。
乾
燥
機
な

ど
の
音
。
女
工
達
の
作
業
の
音
。 

 

ト
メ
「(

大
声
で)

お
お
、
原
料
、
イ
カ
、
ホ
ッ
ケ
が 

切
れ
た
。
ス
ト
ッ
プ
だ
。
終
わ
っ
た
処
か
ら
上 

が
っ
て
い
い
ぞ
。(

ド
ア
を
開
け
て)

・
・
・
栄 

子
の
先
生
だ
っ
て
？
・
・
・
栄
子
は
幼
稚
園
か 

ら
大
学
ま
で
行
っ
て
る
ん
だ
。
ど
こ
の
先
生
だ
。 

何
？
・
・
・
中
学
校
だ
？
」 

高
木
「
は
い
、
私
で
す
。
栄
子
さ
ん
の
中
学
校
の
時 

 

 

の
高
木
で
す
」 

ト
メ
「
知
ら
ね
え
な
あ
」 

高
木
「
一
年
の
時
の
担
任
で
、
あ
っ
、
ず
っ
と
演
劇

部
の
顧
問
で
、
お
世
話
に
な
っ
て
・
・
・
」 

ト
メ
「
演
劇
？
何
だ
、
お
前
さ
ん
か
い
、
張
本
人
は
。

(

怒
り
出
し
て)

そ
う
か
、
栄
子
に
芝
居
を
た
き

つ
け
て
、
栄
子
の
人
生
を
狂
わ
し
た
奴
は
。
そ
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う
か
い
、
あ
ん
た
か
い
。
栄
子
は
も
う
い
ね
え
。

も
う
関
係
ね
え
、
帰
っ
て
く
れ
。 

高
木
「
し
か
し
・
・
・
私
は
・
・
・
そ
ん

な
・
・
・
」 

ト
メ
「
帰
っ
て
く
れ
！
」 

高
木
「
・
・
・
せ
め
て
、
お
線
香
だ
け
で

も
・
・
・
」 

ト
メ
「
と
ん
で
も
ね
え
。
よ
し
て
く
れ
、
バ
チ
あ
た

り
が
。
帰
っ
て
く
れ
、
気
色
悪
い
。
早
く
こ
こ

か
ら
立
ち
去
っ
て
く
れ
。
帰
れ
、
帰
る
ん
だ
！

(

ド
ア
を
激
し
く
閉
め
る)

」 

美
紀
「
・
・
・
先
生
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
参
っ
た
・
・
・
参
っ
た
よ
。
・
・
・

誤
解
だ
。
・
・
・
誤
解
な
ん
だ
よ
。
・
・
・
こ

ん
な
事
に
な
っ
て
る
な
ん
て
・
・
・
」 

美
紀
「
・
・
・
先
生
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
そ
う
か
・
・
・
仕
方
な
い
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
林
の
中
の
墓
地
。
弱
い
セ
ミ
の
声
。 

 

高
木
「
あ
あ
、
こ
れ
だ
」 

美
紀
「
立
派
な
お
墓
ね
え
」 

高
木
「
う
ん
。
代
々
漁
師
の
親
方
の
家
柄
だ
か
ら
。

歴
史
が
あ
る
ん
だ
。
・
・
・
あ
あ
、
栄
子
、
二

十
八
才
だ
っ
た
か
。
・
・
・
こ
ん
な
に
な
る
な

ん
て
・
・
・
」 

美
紀
「
可
哀
相
に
ね
・
・
・
」 

高
木
「
う
ん
。
お
前
も
一
緒
に
手
を
合
わ
せ
て
や
っ

て
く
れ
。
同
じ
道
の
先
輩
だ
。(

墓
に)

栄
子
、

遅
く
な
っ
た
。
悪
か
っ
た
。
や
っ
と
来
た
。
驚

い
た
、
驚
い
た
ぞ
。
死
ぬ
な
ん
て
。
・
・
・
苦

し
か
っ
た
ん
だ
な
、
つ
ら
か
っ
た
ん
だ
な
。
俺

に
相
談
で
き
な
い
程
つ
ら
い
事
だ
っ
た
ん
だ

な
。
・
・
・
何
も
し
て
や
れ
な
か
っ
た
。
す
ま

な
か
っ
た
。
・
・
・
で
も
、
ひ
と
言
も
な
か
っ

た

の

は

、

悲

し

い

ぞ

。

寂

し

か

っ

た

ぞ
。
・
・
・
い
や
、
い
い
。
・
・
・
ゆ
っ
く
り

休

め
。

み
ん

な
忘
れ
て

。
ゆ

っ
く

り
休

め
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
海
岸
。
渚
の
静
か
な
波
音
。
コ
オ
ロ 

 
 

 
 
 
 
 
 

ギ
の
声
。 

 

美
紀
「(

深
呼
吸
し
て)

あ
あ
、
磯
の
香
り
が
す
る
。

や
っ
ぱ
り
、
海
っ
て
い
い
な
あ
。(

―
間

―)

・
・
・
先
生
の
旅
・
・
・
つ
ら
い
・
・
・
」 

高
木
「
う
ん
。
い
や
。
・
・
・
で
も
、
こ
ん
な
こ
と

に
な
っ
て
る
と
は
・
・
・
芝
居
な
ん
か
し
な
く

た
っ
て
、
栄
子
は
幸
せ
な
人
生
を
送
れ
た
の

に
・
・
・
優
し
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
頑
張

り
屋
の
栄
子
だ
っ
た
」 

美
紀
「
そ
れ
が
、
先
生
の
せ
い
で
、
だ
な
ん
て
」 

高
木
「
ま
あ
な
。
・
・
・
そ
う
言
え
ば
、
こ
ん
な
事

が
あ
っ
た
。(

回
想
的
に)

あ
れ
は
栄
子
三
年
の

文
化
祭
だ
っ
た
。
私
の
作
品
だ
っ
た
が
、
姉
妹

が
協
力
し
合
い
困
難
を
克
服
し
て
生
き
抜
く
と

い
う
台
本
を
選
ん
で
く
れ
た
。
私
は
二
年
生
の

奈
保
子
を
姉
の
役
に
考
え
た
。
姉
の
役
が
主
役

だ
っ
た
か
ら
だ
。
奈
保
子
に
は
力
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
三
年
生
は
、
部
長
で
あ
る
栄
子
に
す

べ
き
だ
と
譲
ら
な
か
っ
た
。
二
年
生
に
主
役
を

と
ら
れ
る
の
が
、
上
級
生
と
し
て
許
せ
な
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
栄
子
に
は
声
帯
に
故

障
が
あ
っ
て
、
声
が
い
つ
も
割
れ
る
。
自
分
で

も
知
っ
て
い
て
、
い
つ
も
希
望
し
て
演
出
を
担

当
し
て
い
た
」 

美
紀
「
で
も
、
皆
に
押
さ
れ
て
」 

高
木
「
そ
う
な
ん
だ
。
私
は
そ
ん
な
事
で
栄
子
に
傷

を
つ
け
た
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
栄
子
は
声

を
つ
ぶ
し
な
が
ら
、
必
死
に
全
幕
を
通
し
た
。

私
は
栄
子
を
替
え
た
。
ほ
め
た
。
中
学
生
と
し

て
部
長
と
し
て
、
そ
の
努
力
と
気
迫
が
す
ば
ら

し
か
っ
た
か
ら
だ
。
・
・
・
い
つ
の
間
に
か
そ

れ
が
町
中
に
知
れ
て
、
栄
子
は
い
つ
か
町
の
プ

リ
マ
女
優
に
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
栄
子
は
、

幼
い
時
か
ら
日
舞
や
ピ
ア
ノ
な
ど
芸
事
を
修
め

て
い
て
、
す
で
に
町
の
ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
。
母

親
が
い
つ
も
つ
き
人
役
」 

美
紀
「
代
々
の
名
家
で
、
お
金
持
ち
だ
も
の
ね
」 

高
木
「
一
方
、
奈
保
子
は
山
の
貧
し
い
農
家
の
子
だ

っ
た
。
・
・
・(

―
間
―)

栄
子
が
、
演
劇
科
を

選
択
し
た
事
に
当
時
私
は
違
和
感
を
覚
え
た
。

自
分
の
事
を
一
番
知
っ
て
い
る
栄
子
だ
か
ら
だ
。

そ
れ
な
の
に
。
・
・
・
き
っ
と
周
囲
の
者
が
許

さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
町
の
ア
イ
ド
ル
ス
タ

ー
を
、
今
度
は
本
物
の
ス
タ
ー
に
持
ち
上
げ
よ

う
と
し
た
の
だ
。
・
・
・
だ
か
ら
、
卒
業
し
て
、

芝
居
の
世
界
へ
入
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
役

者
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、

何
か
に
行
き
づ
ま
っ
た
。
芝
居
の
何
か
に
行
き
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づ
ま
っ
た
。
挫
折
し
た
。
お
譲
さ
ん
育
ち
の
栄

子
に
は
立
ち
直
る
術
は
な
か
っ
た
」 

美
紀
「
・
・
・
そ
う
・
・
・
そ
う
ね
・
・
・
」 

高
木
「
美
紀
、
お
前
は
幸
運
だ
。
特
別
に
才
能
が
あ

る
と
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
、
幸
運
な
ん
だ
」 

美
紀
「
・
・
・
」 

高
木
「
芝
居
の
道
は
甘
く
な
い
。
俺
が
知
っ
て
い

る
」 

美
紀
「
・
・
・
先
生
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「
私
・
・
・
分
か
っ
た
の
」 

高
木
「
う
ん
？
」 

美
紀
「
大
変
だ
っ
て
事
が
、
分
か
っ
た
の
。(
急
に)

先
生
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
私
、
先
生
に
嘘
つ
い

て
た
。
東
京
の
劇
団
の
こ
と
。
い
い
役
が
つ
い

て
毎
日
稽
古
が
忙
し
い
っ
て
」 

高
木
「
違
う
の
か
？
」 

美
紀
「
み
ん
な
嘘
。
嘘
な
の
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
本

当
は
ダ
メ
人
間
。
役
ら
し
い
役
な
ん
て
つ
い
た

事
な
い
の
。
あ
れ
ば
、
通
行
人
、
群
衆
、
バ
ッ

ク
ダ
ン
サ
ー
。
食
べ
ら
れ
な
い
か
ら
、
バ
イ
ト
、

バ
イ
ト
。
い
つ
か
バ
イ
ト
が
本
業
に
な
っ

て
・
・
・
自
分
が
何
を
や
っ
て
る
の
か
、
分
か

ら
な
く
な
っ
た
」 

高
木
「
・
・
・
そ
う
か
・
・
・
そ
う
か
・
・
・
」 

美
紀
「
ご
め
ん
。
先
生
が
ア
マ
チ
ュ
ア
で
や
れ
っ
て

言
っ
た
意
味
が
、
や
っ
と
分
か
っ
た
。
未
熟
者

は
、
食
べ
る
事
も
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
、

と
。
ま
ず
両
立
さ
せ
る
力
を
つ
け
る
こ
と
。
半

端
な
生
き
様
で
は
通
れ
る
道
で
な
い
こ
と
」 

高
木
「
・
・
・
い
い
よ
。
・
・
・
栄
子
の
死
を
知
ら

せ
て
く
れ
た
先
生
が
あ
の
時
、
栄
子
が
東
京
で

す

さ
ん

だ
生

活
を

送
っ
て

い

た
と

言
っ

た
。
・
・
・
そ
う
だ
、
あ
の
時
の
東
京
に
行
く

と
い
う
お
前
の
必
死
な
形
相
に
、
私
は
栄
子
の

顔
を
重
ね
て
い
た
。
・
・
・
あ
れ
か
ら
だ
。
急

に
練
習
に
力
が
入
ら
な
く
な
っ
た
。
演
劇
が
怖

く
な
っ
た
。
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
恐
ろ
し
く
見
え

た
。(

―
間
―)

定
年
に
な
っ
て
も
同
じ
だ
っ
た
。

原
稿
書
い
て
も
集
中
で
き
な
か
っ
た
。
舞
台
を

や
っ
て
い
る
時
も
、
若
い
人
の
演
出
を
し
て
い

る
時
も
、
妙
な
罪
悪
感
が
、
私
を
さ
い
な
む
の

だ
」 

美
紀
「
先
生
、
も
う
い
い
よ
。
先
生
が
栄
子
さ
ん
を

殺
し
た
訳
じ
ゃ
な
い
よ
。
先
生
、
悪
く
な
い
よ
。

そ
う
思
い
込
ま
せ
た
と
り
っ
ま
き
や
、
町
の
人

や
、
お
母
さ
ん
、
い
や
、
本
人
の
判
断
が
甘
か

っ
た
の
よ
。
私
、
自
分
の
事
と
合
わ
せ
て
よ
く

分
か
る
。
先
生
、
悪
く
な
い
よ
。
・
・
・
で
も
。

先

生

は

、

こ

の

町

で

は

大

変

な

こ

と

に
・
・
・
」 

高
木
「
・
・
・
そ
う
だ
な
。
仕
方
な
い
さ
。
・
・
・

弁
解
し
て
も
、
も
う
遅
い
。
・
・
・
今
、
信
用

を
無
く
し
た
自
分
の
無
力
さ
に
、
あ
き
れ
て
い

る
よ
・
・
・
わ
び
し
い
ね
。
・
・
・
」 

美
紀
「(

―
間
―)

で
も
、
き
っ
と
分
か
る
時
が
来
る

よ
、
先
生
の
こ
と
。(

明
る
く)
先
生
、
元
気
出

し
て
よ
。
先
生
も
だ
め
、
私
も
だ
め
っ
て
言
っ

た
ら
、
何
だ
か
悲
し
過
ぎ
る
も
の
、
あ
、
家
の

母
さ
ん
が
ね
、
死
ぬ
前
に
私
に
言
っ
た
の
」 

伊
代
「
・
・
・
美
紀
、
お
前
、
困
っ
た
事
が
あ
っ
た

ら
先
生
に
相
談
し
た
ら
い
い
よ
。
先
生
な
ら
き

っ
と
お
前
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
。
母
さ
ん
、

分
か
る
ん
だ
。
よ
か
っ
た
ら
、
お
前
、
先
生
の

子
供
に
し
て
も
ら
え
。
そ
し
た
ら
、
母
さ
ん
一

番
安
心
だ
」 

美
紀
「
馬
鹿
み
た
い
で
し
ょ
。
母
さ
ん
た
ら
。
自
分

は
で
た
ら
め
ば
か
り
し
て
い
て
、
自
分
で
仕
末

で
き
な
か
っ
た
娘
を
、
先
生
に
あ
ず
け
よ
う
っ

て
言
う
ん
だ
よ
」 

高
木
「
そ
う
か
・
・
・
お
前
が
・
・
・
子
供

か
・
・
・
子
供
に
・
・
・
」 

美
紀
「(

慌
て
て)

冗
談
・
・
・
冗
談
だ
よ
、
先

生
・
・
・
」 

高
木
「
で
も
、
そ
れ
だ
け
信
じ
て
い
て
く
れ
た
ん
だ
。

あ
り
が
た
い
、
あ
り
が
た
い
な
あ
。
・
・
・
で

も
な
、
本
当
は
違
う
ん
だ
。
・
・
・
仕
事
、
仕

事
っ
て
、
仕
事
に
か
ま
け
て
家
庭
を
か
え
り
み

な
い
、
家
族
に
見
捨
て
ら
れ
た
、
馬
鹿
親
父
な

ん
だ
よ
。
・
・
・
し
よ
う
が
な
い
か
・
・
・
」 

 

Ｓ
Ｅ
―
美
紀
の
携
帯
電
話
が
鳴
る
。 

 

美
紀
「
あ
、
携
帯
。
私
？
」 

高
木
「
・
・
・
」 

美
紀
「(

出
て)

は
い
。
・
・
・
え
え
、
私
で
す
。
美

紀

で

す

。

・

・

・

え

っ

？

本

当

で

す

か
。
・
・
・
は
い
、
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。

勉
強
し
て
・
・
・
は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
・
・
・(

切
る)

先
生
！
大
変
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だ
。
・
・
・
東
京
か
ら
。
・
・
・
ど
う
し
よ
う
、

役
が
つ
い
た
。
・
・
・
助
演
出
か
ら
の
連
絡
。

女
Ｂ
の
役
。(

台
本
を
取
り
出
し
て
め
く

る)
・
・
・
台
詞
が
・
・
・
一
、
二
、
三
、

四
・
・
・
あ
あ
、
先
生
。
十
個
以
上
も
あ

る

。

・

・

・

や

っ

ぱ

り

、

幸

運

な

ん

だ
・
・
・
」 

高
木
「(

驚
い
て)

お
お
、
そ
う
か
。
・
・
・
よ
か
っ

た
、
よ
か
っ
た
。
や
っ
た
な
あ
。
よ
か
っ
た
な

あ
、
お
め
で
と
う
。
お
め
で
と
う
だ
。
・
・
・

こ
れ
で
ダ
メ
人
間
の
一
人
は
、
ダ
メ
集
団
か
ら

脱
出
で
き
そ
う
だ
。
・
・
・
う
れ
し
い
よ
。
よ

か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
・
・
・
」 

美
紀
「
先
生
、
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
。
私
、

も
う
一
回
挑
戦
す
る
。
や
り
直
す
。
・
・
・
本

当
に
う
れ
し
い
、
う
れ
し
い
で
す
。
・
・
・
幸

運
な
ん
だ
よ
ね
。
・
・
・(

陶
酔
し
て
い
る)

」 

高
木
「
あ
あ
・
・
・
本
当
だ
。
気
づ
か
な
か
っ

た
。
・
・
・
あ
あ
、
き
れ
い
。
・
・
・
オ
レ
ン

ジ

色
・

・
・

あ
か

ね
色

・
・

・
夕

陽
な

の
？
・
・
・
雲
が
、
赤
と
オ
レ
ン
ジ
の
ひ
だ
に

な
っ
て
。
・
・
・
あ
あ
、
海
に
映
っ
て
、
ゆ
ら

め
い
て
い
る
。
・
・
・
だ
ん
だ
ん
広
く
な
っ

て
、
・
・
・
こ
っ
ち
へ
来
る
よ
。
渡
っ
て
く
る

よ
」 

美
紀
「
う
ん
。
海
、
海
の
あ
か
り
だ
。
大
空
か
ら
の

照
明(

あ
か
り)

だ
。
・
・
・
お
お
、
お
前
の
顔

に
映
っ
て
・
・
・
あ
、
美
紀
、
そ
の
ま
ま
、
動

く
な
。
そ
の
ま
ま
だ
。
・
・
・
き
れ
い
だ
。
き

れ
い
だ
ぞ
。
お
前
の
目
が
き
ら
き
ら
輝
い
て
い

る
。
お
前
が
き
ら
き
ら
光
っ
て
る
。
・
・
・
き

ら
き
ら
で
行
け
。
あ
、
動
く
な
。
・
・
・
大
自

然
が
く
れ
た
終
幕
へ
の
照
明(

あ
か
り)

だ
。
・
・
・
も
っ
と
、
目
を
見
開
け
。
真
す
ぐ

見
つ
め
ろ
」 

美
紀
「
は
い
。(

思
い
出
し
て)

・
・
・
あ
あ
、
先
生

の

演

出

だ

。

先

生

の

演

出

が

始

ま

っ

た
。
・
・
・
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
幕
が
下

り
る
ま
で
、
じ
っ
と
こ
ら
え
て
い
ま
す
」 

高
木
「
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
言
っ
て
み
ろ
。
・
・
・

が
ん
ば
る
、
が
ん
ば
る
。
っ
て
言
っ
て
み

ろ
。
・
・
・
そ
う
、
た
っ
た
今
、
俺
が
書
い
た

台
詞
だ
。
・
・
・
が
ん
ば
る
・
・
・
が
ん
ば
る
、

だ
」 

美
紀
「(

大
声
で
叫
ん
で)

・
・
・
が
ん
ば

る
！
・
・
・
が
ん
ば
る
！
・
・
・
が
ん
ば

る
！
・
・
・
あ
あ
、
先
生
、
だ
め
だ
。
・
・
・

涙

が

出

そ

う

だ

も

の

・

・

・

が

ん

ば

る
！
・
・
・
が
ん
ば
る
！
・
・
・
」 

高
木
「
栄
子
の
代
わ
り
に
、
・
・
・
き
っ
と
、
が
ん

ば
る
。
き
っ
と
、
が
ん
ば
る
っ
て
、
言
っ
て
や

れ
」 

美
紀
「
・
・
・
き
っ
と
、
が
ん
ば
る
！
・
・
・
き
っ

と
、
が
ん
ば
る
・
・
・
き
っ
と
・
・
・
き
っ

と
・
・
・
だ
め
だ
、
先
生
。
・
・
・
前
が
ぼ
や

け
て
、
何
も
見
え
な
い
も
の
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ
―
渚
の
波
音
。
静
か
に
続
い
て
い
る
。 
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